
【別紙①】 ホップを活用する多主体協働 SDGs ネットワーク 

■取り組みの特徴 

（第 6次産業）     企画、原料栽培、製造、流通・販売、イベント開催まで全て市内で実施 

（協働）        ホップ栽培など様々な工程で多様な世代の市民が関わる 

（自然保全）      売り上げの一部は、響灘ビオトープの自然環境保全に還元 

（アップサイクル 1）  規格外のホップを使って、ヘアシャンプーとトリートメント を製造 

（アップサイクル 2）  ビール製造工程で出る副資源（ビール粕）を使って、コッペパンを製造し学校給食へ提供 

（持続可能な社会）  ホップを通して、環境・社会・経済をつなぐ 

（SDGs）        以上のような取り組みにより、市民がホップを使った地ビールやコッペパンの飲食や、ヘア化粧品の使用により、 

市民の環境意識の向上、北九州市への愛着を醸成や間接的に地域の自然環境を保全でき、北九州のSＤＧｓの 

取り組みを推進できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

【別紙②】 響ホップパン提供対象校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【別紙③-1】 小学生向けチラシ（響ホップパン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【別紙③-2】 小学生向けチラシ（響ホップパン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


